
備 考

14条特例を実施

理工学研究科

物質化学工学専攻（廃止）

バイオ工学専攻（廃止）

電子情報工学専攻（廃止）

機械システム工学専攻（廃止）

ものづくり技術経営学専攻（廃止）

(40) (45) (0) (12) (97) (0) (3)

計
40 45 0 12 97 0 －

(40)

教

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

人 人 人 人 人 人 人

理工学研究科
先進工学専攻（博士後期課程）

40 45 0 12 97 0 3

(45) (0) (12) (97) (0)

4科目 1科目 38科目 16単位
先進工学専攻

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

（－）

計 － 16 － 48

設 置 者

令和5年4月
第1年次

山形県米沢市城南四
丁目3番16号

同一設置者内における
変 更 状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

教育
課程

3 16 － 48 博士（工学）
[Doctor of
Engineering]

(△3) ※令和5年4月学生募集停止

(△2) ※令和5年4月学生募集停止

(△3) ※令和5年4月学生募集停止

(△4) ※令和5年4月学生募集停止

(△4) ※令和5年4月学生募集停止

理工学研究科
33科目

大 学 本 部 の 位 置 山形県山形市小白川町一丁目４番１２号

計 画 の 区 分 研究科の専攻の設置

フ リ ガ ナ ｺｸﾘﾂﾀﾞｲｶﾞｸﾎｳｼﾞﾝ　ﾔﾏｶﾞﾀﾀﾞｲｶﾞｸ

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

基礎となる博士前
期課程：
理工学研究科化
学・バイオ工学専
攻、情報・エレク
トロニクス専攻、
機械システム工学
専攻、建築・デザ
イン・マネジメン
ト専攻

国立大学法人　山形大学

理工学研究科
[Graduate School of
Science and
Engineering]

先進工学専攻
[Department of
Advanced
Engineering]

別記様式第２号（その１の１）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

大 学 の 目 的

　山形大学は，教育基本法(平成18年法律第120号)の精神にのっとり，学術文化の中
心として広く知識を授けるとともに，深く専門の学芸を教授研究し知的道徳的及び
応用的能力を展開させて，平和的民主的な国家社会の形成に寄与し，文化の向上及
び産業の振興に貢献することを目的とする。
　本大学院は，学術の理論及び応用を教授研究し，その深奥を究め，又は高度の専
門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能力を培い，文化の進展
に寄与することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

　既存の工学の諸分野に関する科学を深め，技術を高めるだけでなく，異なる分野
を融合して新しいパラダイムを生み出し，全く新しい工学の概念と技術を創生して
いく｢先進工学｣を先導する人材を育成する。 「専門力」をより深化することに加
え，さまざまな研究成果を活用して創造に結び付ける「融合力」と世界中の科学者･
技術者を巻き込んで研究・プロジェクトを推進する「共創力」を身につけたイノ
ベーションを創出する科学者・技術者を養成することを目的とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

フ リ ガ ナ ﾔﾏｶﾞﾀﾀﾞｲｶﾞｸﾀﾞｲｶﾞｸｲﾝ

大 学 の 名 称 山形大学大学院（ Graduate School of Yamagata University ）
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（ （ （ （

大学全体

28 0 7 54 0 4

(23) (28) (0) (7) (58) (0) (4)

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

理工学研究科　先進工学専攻 335 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

102 室 75 室 359 室
17 室 1 室

（補助職員0人） （補助職員0人）

合 計 8,428,027 ㎡ － ㎡ － ㎡ 8,428,027 ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

205,897 ㎡ － ㎡ － ㎡ 205,897 ㎡

205,897 ㎡） － ㎡） － ㎡） 205,897 ㎡）

－ ㎡ 125,722 ㎡

小 計 500,173 ㎡ － ㎡ － ㎡ 500,173 ㎡

そ の 他 7,927,854 ㎡ － ㎡ － ㎡ 7,927,854 ㎡

10 19

(9) (10) (19)

計
1,499 513 2,012

(1,499) (513) (2,012)

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 374,451 ㎡ － ㎡ － ㎡ 374,451 ㎡

運 動 場 用 地 125,722 ㎡ － ㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

人 人 人

事 務 職 員
351 267 618

(351) (267) (618)

技 術 職 員
1,133 236 1,369

(1,133) (236) (1,369)

図 書 館 専 門 職 員
6 0 6

(6) (0) （6）

そ の 他 の 職 員
9

計
274 207 62 201 744 0 －

(296) (210) (61) (201) (768) (0) （－）

合　　　計
314 252 62 213 841 0 －

(336) (255) (61) (213) (865) (0) （－）

既

設

分

社会文化創造研究科
社会文化創造専攻（修士課程）

有機材料システム研究科
有機材料システム専攻（博士後期課程）

13 8 0 6 27 0 0

(16) (8) (0) (6) (30) (0) (0)

教育実践研究科
教職実践専攻（専門職学位課程）

10 5 0 0 15 0 40

(9) (6) (0) (0) (15) (0) (40)

農学研究科
農学専攻（修士課程）

19

有機材料システム研究科
有機材料システム専攻（博士前期課程）

13 8 0 8 29 0 0

(16) (8) (0) (8) (32) (0) (0)

理工学研究科
地球共生圏科学専攻（博士後期課程）

35 16 4 0 55 0 5

(38) (16) (4) (0) (58) (0) (5)

理工学研究科
情報・エレクトロニクス専攻（博士前期課程）

9 15 0 7 31 0 59

(12) (15) (0) (7) (34) (0) (59)
理工学研究科
建築・デザイン・マネジメント専攻（博士前期
課程）

5 4 0 2 11 0 60

(6) (4) (0) (2) (12) (0) (60)

医学系研究科
先進的医科学専攻（博士後期課程）

5 4 1 5 15 0 15

(5) (4) (1) (5) (15) (0) (15)

理工学研究科
理学専攻（博士前期課程）

35 17 5 7 64 0 19

(38) (17) (5) (7) (67) (0) (19)

(5) (4) (1) (5) (15) (0) (15)

医学系研究科
看護学専攻（博士後期課程）

9 5 2 9 25 0 51

(9) (5) (2) (9) (25) (0) (51)

医学系研究科
先進的医科学専攻（博士前期課程）

5 2 9 25 0 51

(9) (5) (2) (9) (25) (0) (51)

5 4 1 5 15 0 15

医学系研究科
医学専攻（博士課程）

27 27 34 120 208 0 136

(27) (27) (34) (120) (208) (0) (136)

員

組

織

の

概

要

54 36 13 0 103 0 59

(55) (36) (12) (0) (103) (0) (59)

医学系研究科
看護学専攻（博士前期課程）

9

理工学研究科
機械システム工学専攻（博士前期課程）

14 13 0 6 33 0 59

(15) (13) (0) (6) (34) (0) (59)

理工学研究科
化学・バイオ工学専攻（博士前期課程）

12 12 0 10 34 0 60

(13) (14) (0) (10) (37) (0) (60)
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大学全体

平成29年度より学生募集停止

平成29年度より学生募集停止

平成29年度より学生募集停止

物理学科
平成29年度より学生募集停止

平成29年度より学生募集停止

平成29年度より学生募集停止

1.02

1.02

山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

学生納付金以外の維持方法の概要 －

機能高分子工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成12年度

物質化学工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成12年度

機械システム工学科 4 140 － 560 学士（工学） 1.02 平成2年度

建築・デザイン学科 4 30 － 120 学士（工学） 1.02 平成29年度

化学・バイオ工学科 4 140 － 560 学士（工学） 1.03 平成29年度

情報・エレクトロニクス学科 4 150 － 600 学士（工学） 1.01 平成29年度

看護学科 4 60 ３年次
5

250 学士（看護学） 1.00 平成5年度

工学部 1.02 昭和24年度 山形県米沢市城南
四丁目3番16号

高分子・有機材料工学科 4 140 － 560 学士（工学） 1.03 平成29年度

医学部 1.00 昭和48年度 山形県山形市飯田
西二丁目2番2号

医学科 6 105 － 720 学士（医学） 1.00 昭和48年度

数理科学科 4 － － － 学士（理学） － 平成7年度

4 － － － 学士（理学） － 昭和42年度

理学部
昭和42年度 山形県山形市小白

川町一丁目4番12号
理学科 4 210 － 840 学士（理学） 平成29年度

法経政策学科 4 － － － 学士（法学）
学士（経済学）
学士（政策科学）

－ 平成18年度

地域教育文化学部 1.03 平成17年度

175 － 700 学士（教育学）
学士（学術）

1.03 平成24年度

290 ３年次
20

1,200 学士（文学）
学士（学術）
学士（法学）
学士（政策科学）

学士（経済学）

1.03 平成29年度

人文学部 昭和42年度

人間文化学科 4 － － －  学士（文学） － 平成8年度

大 学 の 名 称 国立大学法人山形大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

人文社会科学部 1.03 平成29年度 山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

人文社会科学科 4

地域教育文化学科 4

－ － － － － － －

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

－ 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円

国費（運営費交
付金）による共 同 研 究 費 等 － － － － － －

図 書 購 入 費 － － － － － － －

体育館

面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

7,067 ㎡ 陸 上 競 技 場 野 球 場

サ ッ カ ー 場 テ ニ ス コ ー ト

武 道 場 弓 道 場

重 量 拳 練 習 場

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 － － － － － －

設 備 購 入 費

（8,776〔7,261〕) (6,823) (21) (51)

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

12,866 ㎡ 1,487 席 1,065,445 冊

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具 標本

研究科単位での
特定不能なため
大学全体の数

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

-
1,097,502〔316,588〕 24,984〔7,087〕 8,776〔7,261〕 6,823 21 51

（1,097,502〔316,588〕） （24,984〔7,087〕） （8,776〔7,261〕) (6,823) (21) (51)

計
1,097,502〔316,588〕 24,984〔7,087〕 8,776〔7,261〕 6,823 21 51

（1,097,502〔316,588〕） （24,984〔7,087〕）
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平成29年度より学生募集停止

平成29年度より学生募集停止

平成29年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

臨床心理学専攻

文化創造専攻

医学専攻

平成29年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和5年度より学生募集停止

令和5年度より学生募集停止

令和5年度より学生募集停止

令和5年度より学生募集停止

67 － 134 修士（工学） 1.02

山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

－ 106  修士（理学） 1.12 平成29年度

62 － 124 修士（工学） 1.06

　建築・デザイン・マネジメント専攻 2 12 － 24 修士（工学） 1.00

社会文化創造研究科 令和3年度

（修士課程）

　機械システム工学専攻 3 － － － 博士（工学）
博士（学術）

－

　情報・エレクトロニクス専攻

平成22年度

2

　地球共生圏科学専攻

1.08修士（文学、政策
科学、臨床心理
学、学術）

48－242　社会文化創造専攻 令和3年度

令和3年度

令和3年度

　化学・バイオ工学専攻 2

〃

　バイオ工学専攻 3 － － － 博士（工学）
博士（学術）

－ 平成22年度
〃

　電子情報工学専攻 3 － － － 博士（工学）
博士（学術）

－ 平成22年度
〃

3 5 － 15 博士（理学）
博士（工学）
博士（学術）

1.20 平成11年度 山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

　物質化学工学専攻 3 － － －  博士（工学） － 平成28年度 山形県米沢市城南
四丁目3番16号

　ものづくり技術経営学専攻 2 － － －  修士（工学） － 平成17年度
〃

（博士後期課程）

　電気電子工学専攻 2 － － －  修士（工学） － 平成16年度
〃

　情報科学専攻 2 － － －  修士（工学） － 平成16年度
〃

　物質化学工学専攻 2 － － －  修士（工学） － 平成16年度
〃

　バイオ化学工学専攻 2 － － －  修士（工学） － 平成22年度
〃

　機械システム工学専攻 2 63 － 126  修士（工学） 1.11 平成5年度 〃

山形県米沢市城南
四丁目3番16号

〃

〃

令和3年度

理工学研究科 昭和45年度

（博士前期課程）

　理学専攻 2 53

先進的医科学専攻 3 4 － 22  博士（医科学） 0.75 平成29年度

生命環境医科学専攻 3 － － －  博士（医科学） － 平成16年度

（博士後期課程）

看護学専攻 3 3 － 9  博士（看護学） 0.88 平成19年度

看護学専攻 2 16 － 32  修士（看護学） 0.71 平成9年度

先進的医科学専攻 2 6 － 21  修士（医科学） 0.58 平成29年度

4 26 － 104  博士（医学） 0.90 昭和54年度

（博士前期課程）

2 － － － 修士（臨床心理学） － 平成21年度

2 － － －  修士（学術） － 平成21年度

医学系研究科 昭和54年度 山形県山形市飯田
西二丁目2番2号

（博士課程）

　社会システム専攻 2 － － － 修士（政策科学） － 平成9年度

地域教育文化研究科 平成21年度 山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

（修士課程）

社会文化システム研究科 平成9年度 山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

（修士課程）

　文化システム専攻 2 － － －  修士（文学） － 平成9年度

農学部 1.01 昭和24年度 山形県鶴岡市若葉
町1番23号

食料生命環境学科 4 165 － 660 学士（農学） 1.01 平成22年度

電気電子工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成12年度

システム創成工学科 4 50 － 200 学士（工学） 1.02 平成22年度

バイオ化学工学科 4 － － － 学士（工学） － 平成22年度

情報科学科 4 － － － 学士（工学） － 平成12年度

既
設
大
学
等
の
状
況
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令和5年度より学生募集停止

平成28年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

令和3年度より学生募集停止

医学部附属病院

農学部附属やまがたフィールド科学センター（農場・演習林）

昭和24年5月

ものづくりセンター（実習工場）

山形県米沢市城南四丁目3番16号

平成22年4月

工学部敷地内，　建物　2,434 ㎡

附属学校（幼稚園，小学校，中学校，特別支援学校）

（附属幼稚園）山形県山形市松波二丁目7番1号

（附属小学校）山形県山形市松波二丁目7番2号

（附属中学校）山形県山形市松波二丁目7番3号

（附属特別支援学校）山形県山形市飯田西三丁目2番55号

昭和26年4月（幼稚園，小学校，中学校）

昭和49年4月（特別支援学校）

（附属幼稚園）　土地　13,442 ㎡，　建物　992 ㎡

（附属小学校）　土地　21,791 ㎡，　建物　7,535 ㎡

（附属中学校）　土地　24,761 ㎡，　建物　6,852 ㎡

（附属特別支援学校）　土地　19,831 ㎡，　建物　3,982 ㎡

山形県山形市小白
川町一丁目4番12号

（専門職学位課程）

（博士後期課程）

令和3年度

　生物環境学専攻 2 － － －

2 32 － 64 1.34

農学研究科 昭和45年度

　生物生産学専攻 2 － － － 修士（農学） － 平成７年度

30 博士（工学） 1.13

修士（農学） －

　農学専攻

山形県鶴岡市若葉
町1番23号

（修士課程）

　有機材料工学専攻 3 － － － 博士（工学）
博士（学術）

－ 平成22年度

修士（農学）

教職実践専攻 2 20 － 40 教職修士（専門職） 0.95 平成21年度

　生物資源学専攻 2 － － － 修士（農学） － 平成14年度

教育実践研究科 平成21年度

平成７年度

〃

有機材料システム研究科 平成28年度 山形県米沢市城南
四丁目3番16号

（博士前期課程）

　有機材料システム専攻 2 98 － 196  修士（工学） 1.14 平成28年度

　有機材料システム専攻 3 10 － 平成28年度

　ものづくり技術経営学専攻 3 － － － 博士（工学）
博士（学術）

－ 平成19年度
〃

附属施設の概要

名　　称：　

目　　的：　診療を通して，教育，研究及び学生の臨床実習の場を提供する。

所 在 地：　山形県山形市飯田西二丁目2番2号

設置年月：　昭和51年5月

所 在 地：　

設置年月：　

規　　模：　

名　　称：　

目　　的：　教育実習指導，大学との共同研究に取り組み，地域教育の拠点となる。

設置年月：　

規　　模：　（農場）土地　240,655 ㎡，　建物　4,067 ㎡
（演習林）土地　7,530,908 ㎡，　建物　885 ㎡

名　　称：　

目　　的：　工学部の全学科を対象とした実習工場としての場を提供する。

規　　模：　土地　71,275 ㎡，　建物　56,181 ㎡

名　　称：　

目　　的：　環境保全型農林業の実践教育や自然と人間との関係を結ぶ体験学習の場
を提供する。

所 在 地：　（農場）山形県鶴岡市高坂字古町5番3号
（演習林）山形県鶴岡市上名川字早田川10

所 在 地：　

設置年月：　

規　　模：　
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保健管理センター

教育開発連携支援センター　

教育方法等の改善及び教育の社会連携に関する業務を行う。

山形県山形市小白川町一丁目4番12号

平成23年4月

人的構成組織

国際事業化研究センター　

山形県米沢市城南四丁目3番16号

平成21年4月

工学部敷地内，　建物　2,661 ㎡

工学部学術情報基盤センター

山形県米沢市城南四丁目3番16号

平成21年10月

工学部敷地内，　建物　870 ㎡

工学部国際交流センター　

山形県米沢市城南四丁目3番16号

平成21年10月

工学部敷地内，　建物　1,408 ㎡

所 在 地：　

設置年月：　

規　　模：　

所 在 地：　

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

設置年月：　

規　　模：　

名　　称：　

目　　的：　外国人留学生が円滑な学業・研究生活を送るための教育や，日本人学生
がグローバル化に対応できる能力を育成するための指導及びコミュニ
ケーション能力の向上のための教育を行う。

所 在 地：　

設置年月：　

規　　模：　

名　　称：　

目　　的：　工学部における学術情報基盤の整備充実を図り，情報メディアの利活用
を支援し，教育及び研究の進展に寄与する。

名　　称：　

目　　的：　国際的な視野からの実用化の研究促進，研究成果の事業化・産業化及び
研究成果を実用化できる人材を育成する。

名　　称：　

目　　的：　

所 在 地：　

設置年月：　

規　　模：　

所 在 地：　山形県山形市小白川町一丁目4番12号

設置年月：　昭和58年4月

規　　模：　小白川キャンパス内，　500　㎡

名　　称：　

目　　的：　学生及び職員の保健管理に関する専門的業務を行い，もって健康の保持
増進を図る。
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令和4年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 令和5年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

山形大学 山形大学

　人文社会科学部 ３年次 　人文社会科学部 ３年次

　　人文社会科学科 290 20 1,200 　　人文社会科学科 290 20 1,200

　地域教育文化学部 　地域教育文化学部

　　地域教育文化学科 175 － 700 　　地域教育文化学科 175 － 700

　理学部 　理学部

　　理学科 210 － 840 　　理学科 210 － 840

　医学部 　医学部

　　医学科（６年制） 105 － 630 　　医学科（６年制） 105 － 630
３年次 ３年次

　　看護学科 60 5 250 　　看護学科 60 5 250

　工学部 　工学部

　　高分子・有機材料工学科 140 － 560 　　高分子・有機材料工学科 140 － 560

　　化学・バイオ工学科 140 － 560 　　化学・バイオ工学科 140 － 560

　　情報・エレクトロニクス学科 150 － 600 　　情報・エレクトロニクス学科 150 － 600

　　機械システム工学科 140 － 560 　　機械システム工学科 140 － 560

　　建築・デザイン学科 30 － 120 　　建築・デザイン学科 30 － 120

　　システム創成工学科 50 － 200 　　システム創成工学科 50 － 200

　農学部 　農学部

　　食料生命環境学科 165 － 660 　　食料生命環境学科 165 － 660

３年次 ３年次

計 1,655 25 6,880 計 1,655 25 6,880

山形大学大学院 山形大学大学院

　社会文化創造研究科 　社会文化創造研究科

　　社会文化創造専攻（M） 24 － 48 　　社会文化創造専攻（M） 24 － 48

　医学系研究科 　医学系研究科

　　医学専攻（４年制Ｄ） 26 － 104 　　医学専攻（４年制Ｄ） 26 － 104

　　看護学専攻（M） 16 － 32 　　看護学専攻（M） 16 － 32

　　先進的医科学専攻（M） 6 － 12 　　先進的医科学専攻（M） 6 － 12

　　看護学専攻（Ｄ） 3 － 9 　　看護学専攻（Ｄ） 3 － 9

　　先進的医科学専攻（Ｄ） 4 － 12 　　先進的医科学専攻（Ｄ） 4 － 12

　理工学研究科 　理工学研究科

　　理学専攻（M） 53 － 106 　　理学専攻（M） 53 － 106

　　機械システム工学専攻（M） 63 － 126 　　機械システム工学専攻（M） 63 － 126

　　化学・バイオ工学専攻（M） 67 － 134 　　化学・バイオ工学専攻（M） 67 － 134

　　情報・エレクトロニクス専攻（M） 62 － 124 　　情報・エレクトロニクス専攻（M） 62 － 124

　　建築・デザイン・マネジメント
　　専攻（M)

12 － 24 　　建築・デザイン・マネジメント専攻（M) 12 － 24

　　地球共生圏科学専攻(D) 5 － 15 　　地球共生圏科学専攻(D) 5 － 15

　　先進工学専攻(D) 16 － 48 研究科の専攻の設置（届出）

　　物質化学工学専攻(D) 3 － 9 0 － 0 令和5年4月学生募集停止

　　バイオ工学専攻(D) 4 － 12 0 － 0 令和5年4月学生募集停止

　　電子情報工学専攻(D) 4 － 12 0 － 0 令和5年4月学生募集停止

　　機械システム工学専攻(D) 3 － 9 0 － 0 令和5年4月学生募集停止

　　ものづくり技術経営学専攻(D) 2 － 6 0 － 0 令和5年4月学生募集停止

　有機材料システム研究科 　有機材料システム研究科

　　有機材料システム専攻（M） 98 － 196 　　有機材料システム専攻（M） 98 － 196

　　有機材料システム専攻(D) 10 － 30 　　有機材料システム専攻(D) 10 － 30

　農学研究科 　農学研究科

　　農学専攻（M） 32 － 64 　　農学専攻（M） 32 － 64

　教育実践研究科 　教育実践研究科

　　教職実践専攻（P） 20 － 40 　　教職実践専攻（P） 20 － 40

計 517 － 1,124 計 517 － 1,124

国立大学法人山形大学　設置認可等に関わる組織の移行表
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

先進工学基礎 1～3通 1 ○ 39 45 12 ※演習

小計（1科目） － 1 0 0 39 45 12

無機材料工学特論 1前 2 ○ 2 1

化学計測・生体情報特論 1後 2 ○ 1 1 1

化学工学特論 1前 2 ○ 2 2

応用物理化学特論 1後 2 ○ 2 2 1

有機機能工学特論 1前 2 ○ 3 1

生体有機分子工学特論 1後 2 ○ 2 2

バイオ工学特論 1前 2 ○ 1 2

医工学特論 1後 2 ○ 1 2

小計（8科目） － 0 16 0 12 11 0 6 0

ICTハードウェア特論A 1前 2 ○ 3 1

ICTハードウェア特論B 1後 2 ○ 2 1

ICTハードウェア特論C 1前 2 ○ 1 3

先進センシング特論A 1後 2 ○ 1 2

先進センシング特論B 1前 2 ○ 2 1 1

先進センシング特論C 1後 2 ○ 1 2

数理・情報処理特論A 1前 2 ○ 1 3

数理・情報処理特論B 1後 2 ○ 4

数理・情報処理特論C 1前 2 ○ 3 1

小計（9科目） － 0 18 0 10 19 0 4 0

先進材料メカニクス特論 1前 2 ○ 3 1

先進材料構造プロセス特論 1後 2 ○ 2 2

先進流体工学特論 1前 2 ○ 2 2

先進熱工学特論 1後 2 ○ 2 2

先進ロボット制御特論 1前 2 ○ 2 2

先進ロボットデザイン特論 1後 2 ○ 1 2

先進生命システム工学特論 1後 2 ○ 2 2 1

小計（7科目） － 0 14 0 14 13 0 1 0

イノベーションマネジメント特論A 1前 2 ○ 1 2

イノベーションマネジメント特論B 1後 2 ○ 1 2

地方創生デザイン特論 1前 2 ○ 1 2

建築構造工学特論 1前 2 ○ 1

建築計画学特論 1後 2 ○ 2 1

小計（5科目） － 0 10 0 4 2 1

数式処理 1前 2 ○ 兼1

微小場系機能科学特論 1後 2 ○ 兼1

火山物理学特論 1後 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 6 0 0 0 0 0 0

研究インターンシップ 1前後 2 ○ 39 45 12

先進工学特別演習 1～3通 2 ○ 39 24 2

先進工学特別教育研修 1前後 1 ○ 39 24 2

先進工学研究計画 2前 － ○ 39 24 2

先進工学特別実験 1～3通 4 ○ 39 24 2

小計（5科目） － 9 0 0 39 24 2

－ 10 64 0 40 45 0 12 0 兼3

博士（工学）

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（理工学研究科　先進工学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

基
盤

科
目 －

専
門
科
目

共
通
科
目

－

化
学
・
バ
イ
オ
工
学
分
野
講
義
科
目 －

情
報
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
講
義

科
目

－

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
講
義

科
目

－
建

築

・

デ

ザ

イ

ン

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

分

野

講

義

科

目

－

他
専
攻
開
講
講

義
科
目

－

合計（38科目） －

学位又は称号 学位又は学科の分野 工学関係
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卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　修了要件は，大学院に3年以上在学し，先進工学専攻で定められた
要件を満たしながら16単位を修得し，かつ必要な研究指導を受けた
上，博士学位論文の審査及び最終試験に合格することである。な
お，在学期間に関しては，特に優れた研究業績を上げた者は，1年以
上在学すれば足りるものとする。
　上記修得単位には，次のものが含まれる。
(1)基盤科目を1科目1単位履修すること。
(2)専門科目のうち，自身の専門とする分野の講義科目2単位以上を
含む講義科目を6単位履修すること。なお，他専攻（理工学研究科地
球共生圏科学専攻）開講科目から2単位まで履修することができる。
(3)専門科目のうち，共通科目を5科目9単位履修すること。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

機能材料化学特論 1前 2 ○ 1

固体量子物性特論 1前 2 ○ 1

機能性セラミックス材料特論 1前 2 ○ 1

電子移動化学特論 1前 2 ○ 1

計測化学特論 1前 2 ○ 1

触媒化学特論 1前 2 ○ 1

速度プロセス特論 1前 2 ○ 1

分離プロセス工学特論 1前 2 ○ 1

機械的操作特論 1前 2 ○ 1

材料プロセス工学特論 1前 2 ○ 1

小計（10科目） － 0 20 0 5 3 0 2 0 －

超分子有機化学特論 1後 2 ○ 1

ナノ結晶・ナノ粒子特論 1後 2 ○ 1

遷移金属触媒反応特論 1後 2 ○ 1

構造制御工学特論 1後 2 ○ 1

機能界面設計工学特論 1後 2 ○ 1

分離計測化学特論 1後 2 ○ 1

粉体物性工学特論 1後 2 ○ 1

伝熱促進工学特論 1後 2 ○ 1

ソフトマター工学特論 1後 2 ○ 1

材料システム工学特論 1後 2 ○ 1

有機光物理学特論 1後 2 ○ 1

小計（11科目） － 0 22 0 6 4 1

物質化学工学研究計画 1～3 ○ 9 3 1

物質化学工学特別計画研究 1～3 2 ○ 9 3 1

物質化学工学特別教育研修 1～3 ○ 9 3 1

物質化学工学特別演習Ｂ 1～3 ○ 9 3 1

物質化学工学特別実験Ｂ 1～3 4 ○ 9 3 1

小計（5科目） － 6 0 0 9 3 0 1 0 －

－ 6 42 0 9 6 0 3 0 －

学位又は称号 博士（工学）

卒業要件及び履修方法

（注）

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

必
修
科
目

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

－

専
門
基
礎
科
目

授業期間等

１学年の学期区分 ２期講義科目６単位以上及び必修科目５科目（物質化学工学研究計
画，物質化学工学特別計画研究，物質化学工学特別教育研修，物
質化学工学特別演習Ｂ，物質化学工学特別実験Ｂ，計６単位）全
てを修得すること。
さらに，論文計画書を提出し，この審査に合格した上で博士論文
の審査及び最終試験に合格すること。

－

学位又は学科の分野 工学関係

－

合計（26科目）

専
門
応
用
科
目

－

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（【既設】理工学研究科　博士後期課程・物質化学工学専攻 ）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

生体模倣科学特論 1前 2 〇 1

生体機能関連科学特論 1前 2 〇 1

ソフト界面科学特論 1前 2 〇 1

有機合成化学特論 1前 2 〇 1

生命有機化学特論 1前 2 〇 1

生体物理科学特論 1前 2 〇 1

光ナノ計測特論 1前 2 〇 1

生物無機化学特論 1前 2 〇 1

蛋白質工学特論 1前 2 〇 1

栄養代謝学特論 1前 2 〇 1

生体機能修復学特論 1後 2 〇 1

ロバスト制御特論 1後 2 〇 1

統計情報特論 1後 2 〇 1

ロボットシステム特論 1後 2 〇 1

先端情報通信ＬＳＩシステム特論 1後 2 〇 1

再生医工学特論 1後 2 〇 1

発生生殖工学特論 1後 2 〇 1

生命情報学特論 1後 2 〇 1

生体分子モーター特論 1後 2 〇 1

遺伝子工学特論 1後 2 〇 1

応用微生物学特論 1後 2 〇 1

生体情報処理特論 1後 2 〇 1

バイオニクス 1後 2 〇 1

計算神経科学と人工知能 1後 2 〇 1

小計（24科目） － 0 48 0 8 12 4

バイオ工学研究計画 1～3通 〇 8 10

バイオ工学特別計画研究 1～3通 2 〇 8 10

バイオ工学特別教育研修 1～3通 〇 8 10

バイオ工学特別演習Ｂ 1～3通 〇 8 10

バイオ工学特別実験Ｂ 1～3通 4 〇 8 10

小計（5 科目） － 6 0 0 8 10 0 0 0

－ 6 48 0 8 12 0 4 0

博士
（工学，学術）

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

講義科目６単位以上及び必修科目５科目（バイオ工学研究計画，
バイオ工学特別計画研究，バイオ工学特別教育研修，バイオ工学
特別演習Ｂ，バイオ工学特別実験Ｂ，計６単位）全てを修得する
こと。
さらに，論文計画書を提出し，この審査に合格した上で博士論文
の審査及び最終試験に合格すること。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

－

学位又は称号 学位又は学科の分野 工学関係

備考

－

合計（29科目）

必
修
科
目

－

講
義
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（【既設】理工学研究科　博士後期課程・バイオ工学専攻 ）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

高電界応用工学特論 1前 2 〇 0 1

パルス電磁プラズマ工学特論 1前 2 〇 1

強力超音波工学特論 1前 2 〇 1

センシング情報処理集積回路特論 1前 2 〇 1

生体情報計測特論 1前 2 〇 1

固体センサ工学特論 1前 2 〇 1

半導体光工学特論 1前 2 〇 1

半導体物性工学特論 1前 2 〇 1

ナノ磁気デバイス工学特論 1前 2 〇 1

磁気物性特論 1前 2 〇 1

メディア信号処理特論 1前 2 〇 1

数理情報特論 1前 2 〇 1

複雑系特論 1前 2 〇 1

統計的機械学習特論 1前 2 〇 1

認知的・感性的ヒューマンインタフェース 1前 2 〇 1

計算機アーキテクチャ特論 1前 2 〇 1

計算数論 1前 2 〇 1

光波伝送工学特論 1後 2 〇 1

テラヘルツエレクトロニクス 1後 2 〇 1

ナノ半導体デバイス特論 1後 2 〇 1

電子材料プロセス工学特論 1後 2 〇 1

超伝導高周波デバイス 1後 2 〇 1

構造制御工学特論 1後 2 〇 1

真空薄膜工学特論 1後 2 〇 1

ナノ磁性材料学特論 1後 2 〇 1

電磁界解析特論 1後 2 〇 1

数理物理学 1後 2 〇 1

音声言語処理特論 1後 2 〇 1

知能情報特論 1後 2 〇 1

情報通信ネットワーク特論 1後 2 〇 1

応用数理工学 1後 2 〇 1

計算量理論特論 1後 2 〇 1

非破壊検査システム特論 1後 2 〇 1

知覚情報処理概論 1後 2 〇 1

脳機能計測論 1後 2 〇 1

高性能計算特論 1後 2 〇 1

核融合炉材料・物質シミュレーション 1後 2 〇 9 1

小計（37科目） － 0 74 0 15 16 4

電子情報工学研究計画 1～3通 〇 15 9

電子情報工学特別計画研究 1～3通 2 〇 15 9

電子情報工学特別教育研修 1～3通 〇 15 9

電子情報工学特別演習Ｂ 1～3通 〇 15 9

電子情報工学特別実験Ｂ 1～3通 4 〇 15 9

小計（5科目） － 6 0 0 15 9 0 0 0 －

－ 6 74 0 15 16 0 4 0 －

博士
（工学，学術）

合計（42科目）

学位又は称号

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

講義科目６単位以上及び必修科目５科目（電子情報工学研究計画，電子情報
工学特別計画研究，電子情報工学特別教育研修，電子情報工学特別演習Ｂ，
電子情報工学特別実験Ｂ，計６単位）全てを修得すること。
さらに，論文計画書を提出し，この審査に合格した上で博士論文の審査及び
最終試験に合格すること。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

必
修
科
目

学位又は学科の分野 工学関係

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（【既設】理工学研究科　博士後期課程・電子情報工学専攻 ）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

－

講
義
科
目
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４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

　合は，この書類を作成する必要はない。
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

大変形非弾性力学 1前 2 〇 1

流体科学特論 1前 2 〇 1

熱と物質移動のシミュレーション技法 1前 2 〇 1

ロボット応用工学特論 1前 2 〇 1

空間リンク機構設計特論 1前 2 〇 1

知的ＣＡＤシステム論 1前 2 〇 1

光集積センシング特論 1前 2 〇 1

工業材料加工技術特論 1前 2 〇 1

気液二相流特論 1前 2 〇 1

ロボット機能創出学特論 1前 2 〇 1

材料組織・加工プロセス特論 1前 2 〇 1

伝熱工学応用特論 1前 2 〇 1

スマートマテリアルの構造・変形・機能 1後 2 〇 1

知的流体情報学 1後 2 〇 1

機能情報計測制御特論 1後 2 〇 1

燃焼科学特論 1後 2 〇 1

計算材料科学特論 1後 2 〇 1

応用熱流体工学特論 1後 2 〇 1

知能ロボティクス特論 1後 2 〇 1

先端ソフト＆ウェット材料特論 1後 2 〇 1

マイクロナノ機械工学 1後 2 〇 1

エコデザイン論 1後 2 〇 1

磁気熱流体工学 1後 2 〇 1

小計（23科目） － 0 46 0 12 10 0

機械システム工学研究計画 1～3通 〇 12 1

機械システム工学特別計画研究 1～3通 2 〇 12 1

機械システム工学特別教育研修 1～3通 〇 12 1

機械システム工学特別演習Ｂ 1～3通 〇 12 1

機械システム工学特別実験Ｂ 1～3通 4 〇 12 1

小計（5科目） － 6 0 0 12 1 0 0 0 －

－ 6 46 0 12 10 0 0 0 －

博士
（工学，学術）

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

必
修
科
目

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

１時限の授業時間 ９０分

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

講義科目６単位以上及び必修科目５科目（機械システム工学研究
計画，機械システム工学特別計画研究，機械システム工学特別教
育研修，機械システム工学特別演習Ｂ，機械システム工学特別実
験Ｂ，計６単位）全てを修得すること。
さらに，論文計画書を提出し，この審査に合格した上で博士論文
の審査及び最終試験に合格すること。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

　合は，この書類を作成する必要はない。

学位又は称号 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

合計（28科目）

－

講
義
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（【既設】理工学研究科　博士後期課程・機械システム工学専攻 ）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

経営・管理工学特論 1前 2 〇 1 1

政策モデル特論 1前 2 〇 1 1

食品成分制御特論 1前 2 〇 1

産学連携特論 1前 2 〇 1

イノベーション特論 1後 2 〇 1

成長企業特論 1後 2 〇 1

市場分析特論 1後 2 〇 1

小計（7科目） － 0 14 0 4 3 1

地域技術ビジョン演習Ｂ 1～3通 4 〇 2 2

ものづくり技術特別演習Ｂ 1～3通 〇 2 2

ものづくり技術経営学研究計画 1～3通 〇 2 2

ものづくり技術経営学特別計画研究 1～3通 2 〇 2 2

ものづくり技術経営学特別教育研修 1～3通 〇 2 2

小計（5科目） － 6 0 0 2 2 －

－ 6 14 0 4 3 1 －

博士
（工学，学術）

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

合計（12科目）

学位又は称号 学位又は学科の分野 工学関係

１時限の授業時間 ９０分

必
修
科
目

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

講義科目６単位以上及び必修科目５科目（地域技術ビジョン演習
Ｂ，ものづくり技術特別演習Ｂ，ものづくり技術経営学研究計
画，ものづくり技術経営学特別計画研究，ものづくり技術経営学
特別教育研修，計６単位）全てを修得すること。
さらに，論文計画書を提出し，この審査に合格した上で博士論文
の審査及び最終試験に合格すること。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週

－

講
義
科
目

備考

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（【既設】理工学研究科　博士後期課程・ものづくり技術経営学専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置
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授業科目の名称 講義等の内容 備考

先進工学基礎

｢専門力｣,｢融合力｣,｢共創力｣を身に付けたイノベーション人材として
活躍するために必須の知識を身に付けるとともに,どのように研究を
進め,キャリアを組み立てていくか,計画を立て,実行する。1年次入学
時に担当教員から本専攻において学びを深めるためのガイダンス,研
究倫理,プレFD等,研究者として身に付けなければならない知識を学
び,その後,各年次において,研究及びキャリアのプランニングを指導
教員及びメンターとのディスカッションによって実施する。

講義4時間
演習3.5時間

無機材料工学特論

本講義では，実社会で利用されている機能性無機材料や今後活躍が期
待される生命無機化学を取り上げ，理論を交えながら機能発現のメカ
ニズムに対する議論を深める。例えば，高温超伝導体では，微細構造
と物性，超伝導の関わり合いについて論じるとともに，磁気センサ用
酸化物超伝導体や超伝導線材への応用を解説する。蛍光体，強誘電体
などの固体材料では，結晶構造，添加物あるいは欠陥などのミクロな
観点と，粒径，焼結体組織あるいは表面形態などのマクロな観点の両
方に基づき機能の発現メカニズムを理解する。また，生命活動に不可
欠な生体物質に関して，その生命化学的役割及びライフサイエンスへ
の応用例について詳説する。

化学計測・生体情報特論

本講義では，物質の有効活用の観点から，物質や生体が有する情報の
取得・解析法に関する内容について解説する。そこでは，物質の分離
法及び機能発現に関するアプローチ他，呼吸，循環に関する生体情報
の計測法や生体計測技術により運動中に得られた生体情報を応用生理
学的解釈へ導くための解析法についても紹介する。また，工学分野で
生産管理や品質管理で使用される分析機器について，ハードウェア及
びソフトウェア，AD変換などの計測技術について解説し，工場などで
使われているライフサイクル管理システムにおける分析機器や分析化
学の位置づけ，ラインモニタリング技術に対する理解を深める。小
型・軽量化が進むセンサーやその周辺の電子回路，AD変換器，マイコ
ン制御についても解説し，IoT(Internet of Things)やIoE(Internet
of Everything)を目指した周辺技術など最近のトピックも紹介する。

化学工学特論

本講義では，産業分野で重要な分離プロセス，機械操作，材料プロセ
ス，伝熱工学について取り上げる。産業分野で活用される分離プロセ
スについて，分離の現象をモデル化し，その式化モデルから分離技術
を解釈するために，単位操作を中心に分離プロセスの現象論や方法論
を解説する。また，中間物質として利用される(超)微粉体の機械的操
作にもとづく(微)粉体製造法を，その基本となる粉粒体の諸特性と実
際の製造工程(装置，条件など)を関連づけて説明するとともに，主に
nm〜μmスケールの相分離現象を取り上げ，これの熱力学的基礎を踏
まえた上で数値的に計算する材料プロセスの手法を学ぶ。そして，熱
移動速度の制御法としての伝熱促進技術の基礎を講義すると共に，境
界層の干渉を利用した伝熱促進技術及び潜熱蓄熱材，超臨界流体，ナ
ノ粒子分散流体などの新たな熱媒流体を利用した伝熱促進技術に関す
る最近の話題を紹介する。

応用物理化学特論

本講義では，界面・表面現象や光イメージングといった物理化学的な
現象の工学分野における役割を学ぶ。そこでは，化粧品，医薬品及び
食品を開発する上で重要な，皮膚，毛髪及び粘膜上で起こる界面現象
から，電池やコンデンサなどのエネルギーデバイスを中心とした機能
を効率よく発現させるための界面設計，そして，粉体の分散・凝集に
関する粉体表面の物性及びその測定法，さらに様々な表面処理方法等
について論ずる。また，光学顕微鏡を用いた光イメージングについ
て，光学素子の役割，イメージの結像，光の回折限界と空間分解能な
どについて解説する。多重染色によりさまざまな物質を識別できる蛍
光顕微鏡において重要となる蛍光色素及び蛍光タンパク質などの蛍光
プローブとその利用法について解説するとともに，レーザーマニピュ
レーション法や近年実用化されたナノメートルの空間分解能を持つ超
解像蛍光顕微鏡等の応用例を紹介する。

別記様式第２号（その３の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

授 業 科 目 の 概 要

（理工学研究科　先進工学専攻）

科目区分

基
盤
科
目

専
門
科
目

化
学
・
バ
イ
オ
工
学
分
野
講
義
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

有機機能工学特論

本講義では，有機分子設計化学，機能分子化学，ナノ結晶・ナノ粒
子，遷移金属触媒反応などを取り扱う。種々の機能性有機材料の概説
と，機能の発現機構について，分子構造と機能制御の関係について論
じ，それぞれの解析法，新規な有機材料の分子デザイン，及びその合
成戦略について解説・議論する。また，分子間に働く非共有結合を通
した組織化により新たな化学的，物理的機能性を誘起する有機化合物
について，分子設計・合成法及び非共有結合相互作用の実験的・理論
的研究方法や分子センサー，分離剤，輸送，触媒機能，分子デバイス
等などへの応用について解説する。ナノ材料を基盤にしたナノテクノ
ロジーに関しては，特にナノ結晶・ナノ粒子に焦点を当て，これら粒
子が実装されたデバイスの応用について，論文を中心として講義す
る。さらに，最近の遷移金属触媒反応に関するトピックスを通じて，
有機金属錯体の構造や反応性，反応系中での活性種，動的挙動，配位
子の機能と影響，触媒調製や設計などの観点で，触媒反応メカニズム
に関する理解を深める。

生体有機分子工学特論

本講義では，生体機能物質化学，創薬有機化学，蛋白質工学，有機合
成化学などを取り上げる。酵素やその阻害剤は医薬，検査用試薬とし
ての活用が期待され，また，細菌や古細菌には，哺乳類では考えられ
ないような化学反応を触媒する酵素も存在する。生体機能関連化合物
である酵素の優れた機能に着目し，応用へ向けた着眼点や考え方の重
要性を解説する。また，天然物やペプチドなどの有機化合物と酵素，
受容体などのタンパク質の相互作用に対する理解は，創薬研究に重要
である。有機化合物の分子構築法，立体化学制御法の基礎を解説する
とともに，ペプチド合成，蛋白質の化学的，生物的な合成法について
概説し，分子設計，評価方法，構造活性相関研究なども紹介する。さ
らに，生命を担う分子である蛋白質工学において，生物機能工学の基
礎となる遺伝子工学や蛋白質工学を理解し，それらを用いた最新技術
に対する理解を深める。種々の有機化学反応の合成反応を学ぶことに
よって，反応条件や反応機構，さらに，反応を用いる試薬に関する知
識を習得する。

バイオ工学特論

本講義では，発生生殖工学，遺伝子工学，応用微生物学をキーワード
に，発生・生殖現象における呼吸代謝を中心とする細胞機能制御機構
と，その解析及び計測技術と医療・産業への応用や，細胞・組織工学
及び遺伝子工学技術の基礎知識から応用技術，そして細胞・組織工学
及び遺伝子工学技術の医療分野での応用について学ぶ。また，微生物
を利用した食品醸造をはじめ，アミノ酸や核酸の発酵生産について，
微生物の二次代謝産物である抗生物質等について解説し，微生物の物
質生産能向上を目的とした育種技術に関して，基本的な突然変異誘発
技術やDNA組換え技術についても講義する。

医工学特論

生体組織・機能の損傷や障害に対して，臨床現場では様々な医療材
料，診断機器，細胞治療から組織移植により生体機能の修復や回復が
行われている。本講義では，医療材料や代謝機能制御をキーワード
に，臨床現場の要求に基づいた骨，皮膚，神経や血管などに対する医
療材料の適用方法，細胞から組織化に至る過程での材料適用を概説す
るとともに，医療材料に対する細胞感受性，組織再生に伴う様々なシ
グナル発現，細胞や再生組織の病理学的評価，糖・脂質代謝調節機構
の破綻に関わる疾患とその治療などに関する工学と医学の学際分野を
取り上げ，生体機能を修復・回復するための理論，方法及び最新の研
究事例を詳説し，生体恒常性の維持に基づいた工学的手法や要素を医
学に適用するための知識を習得する。

ICTハードウェア特論A

ICTハードウェアの基盤材料である半導体と磁性体について講義す
る。半導体と磁性体は電子・光・磁気デバイスに用いられているが，
ICT分野ではこれらデバイスのさらなる性能向上はもちろんのこと，
技術革新のための新しい原理に基づく新規デバイスの創出が求められ
ている。そこで本講義は，半導体と磁性体の基礎となる材料学と物性
物理学をテーマに，半導体材料工学，半導体物性工学，ナノ磁性材料
学，磁性物理学について解説する。

ICTハードウェア特論B

ナノテクノロジーの進歩により電子デバイスの微小化が急速に進んで
いる。このようなナノスケールの領域では，半導体材料や磁性材料を
原子レベルで制御し積層することにより，量子力学に基づいた新たな
機能を有する電子デバイスの創成が可能である。本講義では，超格子
構造などの微細構造を持つ半導体のキャリア輸送現象や，微細な磁性
体と電子スピン磁気モーメントの相互作用がもたらす磁気現象につい
て講義する。

情
報
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

講
義
科
目

ICTハードウェア特論C

情報通信技術（ICT）の進展に寄与する基盤技術として，集積回路，
プロセッサ，信号伝送に関するハードウェアのシステム技術を扱い，
その領域に高度な効果をもたらす微細構造と電場・磁場，光波との相
互作用について論じる。具体的な内容は，
（１）小型・高性能・低消費電力化に必要な大規模集積回路（LSI）
に関する半導体デバイス理論・LSI回路構成と実装技術並びに最適設
計法
（２）情報通信の処理に必要なマイクロプロセッサに関する，各種並
列性を利用した高性能化手法，記憶階層の設計法と性能への影響，コ
ンピュータアーキテクチャの最新の技術動向
（３）デバイス間・ボード内インターコネクション通信や長距離大容
量通信につながる光信号伝送技術に関し，弱導波近似領域から高屈折
率比の全反射を利用する導波理論と，屈折率周期構造がもたらすブ
ラッグ反射を利用した導波理論
（４）材料の機能性を生む組成・微細構造に関して，磁性材料の微細
構造と磁化機構，スピン動力学，その応用，微細構造を実現するため
の材料作製，合成・加工技術及び新機能を発現させる薄膜技術の可能
性

先進センシング特論A

計算機性能の急激な発展によって，電磁界解析における数値解法の応
用が進んできた。本講義では，電磁界解析の応用方法の基本について
学ぶとともに，先進的なセンシングへの応用事例として，大気中で発
生する直流電界によるコロナ放電の発生と高抵抗測定への応用，さら
には，テラヘルツ帯電磁波の発生と高解像度電磁波イメージングへの
応用について解説する。

先進センシング特論B

固体センサデバイス，超伝導デバイス，光電子デバイス，集積化セン
サ・システム等の最新のセンシングデバイスについて講義する。
・固体センサデバイス　環境センシングに向けた半導体電子デバイス
を用いた固体式のセンサの原理・作成方法・利用等について講義し，
応用例として水素ガスセンサの理論及び実際の両面から論ずる。
・超高周波デバイス　高性能高周波デバイス応用に必要となる超伝導
の基礎的性質と主要な理論について講義し，超伝導フィルタ・アンテ
ナ・接合に関する研究例を挙げてその応用を論ずる。
・光電子デバイス　通信から計測，医療と広く用いられている，レー
ザーデバイスや光検出器の原理，基本動作を論じ，応用例では，生体
や三次元物体などから情報抽出を行う計測技術に関して他分野への波
及効果について講義する。
・集積化センサ・システム　環境情報や心拍等の生体情報を取得・解
析し，経営や商品開発，健康維持等に活用されている。これらの計測
の基盤をなす集積回路技術の基本構成素子から，回路システム，セン
サ情報の信号処理を講義する。

先進センシング特論C

本科目では，生体計測や音響波を用いた非破壊検査における計測シス
テムの概要に加え，取得したデータの解析に使用されている信号処理
技術や画像処理手法について講義する。また，バイオ分野においてX
線，電子線放射に利用されているパルスパワーの発生とその応用とし
てパルスパワーを様々な生体に作用させることで起こる電磁界，放電
現象を利用するバイオエレクトリクスについて概説する。

数理・情報処理特論A

数学や物理学の知識を基として，数理物理学・統計物理学・計算モデ
ル・アルゴリズムについて論ずる。具体的には，熱力学的極限におけ
る無限自由度の可解模型・グレブナー基底理論による幾何学的最適化
問題・チューリング機械や論理回路等の計算モデル・自然界における
創発現象や自己組織化現象等々について論ずる。さらにその応用とし
て，計算モデルの計算能力や集団的協調学習の工学的応用，さらに，
より高度な数学的理論への発展を目指す。

数理・情報処理特論B

自然界や工学的問題に現れる現象を解明・再現することは非常に困難
である。そこで，一般化／単純化することによって現象を数理モデル
に置き換え，同モデルを用いて現象の解析・再現が行われている。数
理モデルの解析には様々な方法が提案されており，理学，工学，医学
等の分野で広く利用されている。本講義では，様々な分野における数
理モデルの解析法を説明し，その工学的問題への応用にも触れてゆ
く。
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

数理・情報処理特論C

本講義では，(1)統計的機械学習，(2)音声情報処理，(3)知覚情報処
理，(4)生命情報学について論ずる。(1)では統計的機械学習の基礎と
幅広い応用について論ずる。統計的機械学習の中核的モデルである確
率的グラフィカルモデルについて深く理解し，その具体的な応用課題
への適用を通して統計的機械学習と現代の情報科学における課題との
つながりを学ぶ。(2)では音声認識・音声合成など音声情報処理に関
する各種技術について論ずる。まず音声特徴量の抽出，統計的音響モ
デル，統計的言語モデルなど基礎的な技術について述べ，さらに連続
音声認識技術，統計的音声合成技術等の概要を講義する。(3)では人
間の知覚における情報処理プロセスに関し，入力である生理的メカニ
ズムからその特性，最終的な認知へと至る脳内での処理メカニズムま
で順を追って取り扱い，日頃我々が無意識に利用している知覚情報を
理解することを目的に，その基礎について講義を行う。(4)では生命
情報学（バイオインフォマティクス）を扱い，生命科学と情報工学を
組み合わせて，ゲノム・トランスクリプトーム・プロテオーム等の膨
大なデータから，生命情報・遺伝情報を解明するための方法を論ず
る。

先進材料メカニクス特論

機械材料の力学特性や変形挙動を記述する理論や，それらを支配する
材料の内部構造，微視組織，及び原子挙動について講義する。また，
材料のナノ・ミクロからマクロにおよぶマルチスケールな理論と数値
解析手法，及び実験・計測手法についても講義する。さらに，微視組
織や内部構造の制御によって特徴的なマクロ特性を示す機能性材料の
開発についても講義する。

先進材料構造プロセス特論

機械材料の微細化・多様化を支える材料システムの設計，加工，材料
開発，及び応用技術について講義する。マイクロ・ナノスケールの超
微細加工，光集積センシング／マニピュレーションなどのMEMS/NEMS
技術や，ソフトマテリアルの３Ｄプリンティングによるやわらか３Ｄ
ものづくりなど，先進の材料プロセスについて解説する。また，知識
工学を活用した最先端の設計システムについても講義する。

先進流体工学特論

流体力学は流体の流動または流体中の物体の運動を扱う学問領域であ
り，航空・宇宙・海洋・気象・機械・土木など，あらゆる産業分野で
流体力学の知識が必要となる。本講義では，流体力学をベースとした
基礎研究及び最新の応用研究を解説するとともに，最先端の計測・数
値解析技術についても紹介する。

先進熱工学特論

熱力学は自然科学の一部門として重要な学問であり，自動車や航空機
などの輸送機械，発電所などのエネルギー機器，熱流体機器の設計に
は熱力学の知識が不可欠である。本講義では，熱力学をベースとした
最新の応用研究を解説するとともに，最先端の計測・数値解析技術に
ついても紹介する。

先進ロボット制御特論

本講義では，システム工学の立場から，ロボットの構造や制御につい
て論じる。ロボットの運動を表すための物理と数学，動的システムの
モデリングと同定，ロバスト制御，むだ時間系の制御，制御系の安定
性と設計法について概説する。

先進ロボットデザイン特論

本講義では，人の役に立つ次世代ロボットのデザインをテーマとし
て，動力を伝達する空間リンク機構，電子回路やソフトウェアを含む
制御システム，人とロボットとの関係に焦点を当てた知能化，入力や
提示に関わるヒューマンインタフェースについて詳述する。さらに，
有益な機能を創出する方法論についても論じる。

先進生命システム工学特論

本講義では，生命システムの理解と応用の観点から，生体分子の機能
計測法，細胞の計測・操作法，生体内の不可視情報を可視化する計測
法について概説する。さらに，生命情報の最適な推定と決定を行うた
めの統計学及び情報工学の理論を論じる。

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
分
野
講
義
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

イノベーションマネジメン
ト特論A

企業や組織にとっての重要な活動目的は顧客の創造である。将来の顧
客の創造にイノベーションは欠かせず，また，高い利益率を維持する
ためにもそのイノベーションをマネジメントすることは重要である。
ここでは，技術シーズからの新商品開発や既存商品の価値を高めるイ
ノベーションの発想法とその管理法を探求する。

イノベーションマネジメン
ト特論B

オープンモデルによるイノベーション発現プロセスの変化をデータや
実際の事例から多面的に把握する。それらを踏まえて，オープンイノ
ベーションを円滑に実現するための方法論及び組織論を論じる。同時
に，産と学との連携などのイノベーション発現のための具体的プロセ
スの有効な管理活用方法を研究する。

地方創生デザイン特論

地域における企業や組織が一体となって，地域の発展に向けた取組が
各地で展開されている。それらの施策を，地域のリソースから戦略的
にデザインし，実行する手法について研究する。

建築構造工学特論

最先端の建築構造設計手法を学ぶとともに，地震など時系列データの
分析方法の基本的な知識・技術を習得する。観測記録の分析方法，建
物の動的挙動，特に建物・地盤の動的相互作用の基礎理論について学
び，観測記録と基礎理論の関係や相違点，また数値解析を行う上での
注意点などについて理解を深め，現代建築構造の設計手法における動
的応答の位置づけと将来の設計法への展望について考察する。

建築計画学特論

地域に固有のデザインについて，主・副指導教員のほか，建築家など
外部講師とのエスキスを通して徹底的に考える。文献調査やフィール
ドワーク等の実践やインターンシップによる実務経験などを通して高
度なデザインリテラシーを身に付け，3DCADやBIMなどのデジタルデザ
インツールを駆使した設計技術の習得を目指す。また，学校などの文
教施設や博物館・美術館などの文化施設，病院などの福祉施設の事例
を通して，動線計画やユニバーサルデザインなど最先端の建築計画手
法について学ぶ。

数式処理

計算機を使った数式処理を行う時に必ず必要となるグレブナ－基底を
中心とする数式処理に必要な種々のアルゴリズムを身に付けることを
目的とする。

微小場系機能科学特論

専門分野における深化した知識の修得を目的に，微小場系・非平衡
系・生命分子システムなど，分子スケールでのゆらぎが機能を支配す
る場の本質的な理解を目指し，その特異性を平衡系と非平衡系との対
比も交えながら知識を習得する。

火山物理学特論

本講義では，火山物理学において必要な物理学の基礎を説明した上
で，さらに噴火現象に関連する数値モデル，観測手法及び観測データ
の解析手法について解説する。数値モデルは年々新たなものが開発さ
れている。また，観測手法の発展も目覚ましい。講義の中ではこのよ
うな最新のモデル，観測手法やそれらによって得られたデータの解析
方法も紹介する。

研究インターンシップ

企業における開発研究・技術開発等や，各種研究施設における技術の
社会実装や他分野の研究に取り組み，技術の産業化のプロセスを経験
する。また，複数の研究室で研究の経験を積む研究室ローテーショ
ン，海外の大学や企業で研究を行う海外インターンシップ，「長期」
かつ「有給」で企業の職務を担当するジョブ型研究インターンシップ
等に関する実績を本単位にあてることも可能とする。

先進工学特別演習

共
通
科
目

最新の文献の輪講を行う。英語等の外国語の文献を対象とすること
で，専門分野に関する最先端の知識を獲得して｢専門力｣を高めるとと
もに，自らの研究成果を世界に発信するための基礎となる力を身に付
け，｢共創力｣を高めることとする。

（1　赤松　正人）

他
専
攻
開
講
講
義
科
目
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授業科目の名称 講義等の内容 備考科目区分

　磁気力による電気伝導性流体及び非電気伝導性流体の熱伝達制御，
生体内の光伝播特性の解明，熱流体数値シミュレーション及び固体の
比熱容量測定について研究指導を行う。
（2　阿部　宏之）
　細胞生物的解析技術と電気化学計測など先端工学の融合技術を応用
した細胞機能解析システムの開発と医療応用について研究指導を行
う。
（3　伊藤　和明）
　有機分子に関する分子認識，触媒作用，輸送，分子デバイス，自己
組織化等について研究指導を行う。
（4　稲葉　信幸）
　ナノメートルオーダーで制御した磁性薄膜・磁性微粒子の磁気物性
評価，作製方法，これらを用いた新しい磁気デバイスについて研究指
導を行う。
（5　井上　健司）
　生物を規範とする柔軟なメカニズムと行動生成能力を持つロボット
及び細胞の微細操作を可能にするマイクロハンドについて研究指導を
行う。
（6　上原　拓也）
　計算機シミュレーションに基づく材料の結晶構造，微視組織，機械
的性質及び変形・強度特性の予測・評価手法について研究指導を行
う。
（7　遠藤　昌敏）
　物質情報の取得に対するアプローチとしての物理的・化学的手法及
び高感度計測，高機能分離計測，簡易計測のシステム構築について研
究指導を行う。
（8　落合　文吾）
　天然資源を有効に利用する有用な材料の設計と合成について研究指
導を行う。
（9　小野　浩幸）
　内外のアイディアを結合させ付加価値を効率的に創造する”オープ
ン・イノベーション・モデル”のマネジメントについて研究指導を行
う。
（10　鹿野　一郎）
　熱流体現象の解析と制御，マイクロスケールの熱流体現象について
研究指導を行う。
（11　神戸　士郎）
　センシング機能を有する新酸化物の探索と合成法の開発，磁気セン
サー用酸化物超伝導体の作製及び物性評価について研究指導を行う。
（12　木島　龍朗）
　生体機能関連化学を基盤とした生体機能分子の制御と有機合成への
応用並びにインテリジェント・マテリアルの開発について研究指導を
行う。
（13　木俣　光正）
　粉体の付着力，力学特性からスラリーの分散特性に関するＤＬＶＯ
理論を示すとともに，界面活性剤，水溶性高分子やカップリング剤な
ど積極的な分散手法について研究指導を行う。
（14　黒田　充紀）
　大変形を前提とした非弾性材料の構成式の開発・改良とその数値シ
ミュレーションへの導入及びそれらの材料挙動予測への応用について
研究指導を行う。
（15　小坂　哲夫）
　音声言語による機械とのコミュニケーションのための要素技術及び
その工学的応用について研究指導を行う。
（16　小島　武夫）
　数理物理学の可解模型の厳密解の構成のための数学について研究指
導を行う。
（17　今野　博行）
　生命現象解明並びに医薬品創成を目指した有機化合物の設計並びに
合成について研究指導を行う。
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（18　齊藤　敦）
　超伝導に関する基礎研究及び超伝導高周波デバイスや高感度ジョセ
フソン接合等の応用について研究指導を行う。
（19　佐藤　学）
　光波を用いた高機能生体センシング技術と画像情報処理技術の融合
による先端計測技術とその新しい応用について研究指導を行う。
（20　高野　勝美）
　光導波路を利用した高機能な光信号処理技術及び光通信技術と，電
磁界計算を用いた光機能回路の設計技術について研究指導を行う。
（21　妻木　勇一）
　テレロボティクス・バーチャルリアリティについて研究指導を行う
（22　永井　康雄）
　建築史学，保存・活用について研究指導を行う。
（23　野々村　美宗）
　ソフトインターフェースにおける物理化学的現象について研究指導
を行う。
（24　廣瀬　文彦）
　ナノレベルで制御された機能性材料を用いた超高速，発電，新機能
デバイスについて研究指導を行う。
（25　馮　忠剛）
　再生医療工学と心筋再生組織の構築について研究指導を行う。
（26　深見　忠則）
　時系列信号及び画像データより所望の情報を獲得するための計算機
アルゴリズムとその医学データへの応用について研究指導を行う。
（27　古川　英光）
　生体適合性ソフト＆ウェット材料の創製と機械への応用，光学的手
法を活用した生体含水軟組織の構造と機構解明，生体を模倣したソフ
トマシン開発について研究指導を行う。
（28　幕田　寿典）
　微細な泡，カプセル，粒子等が有する基本構造の解明及び固有の機
能を生かした応用技術について研究指導を行う。
（29　増原　陽人）
　無機・高分子を含むナノ粒子・ナノ結晶の作製手法や応用展開を見
据えた薄膜作製による機能発現について研究指導を行う。
（30　松嶋　雄太）
　雰囲気に応じて電気伝導性が変化したり，外部刺激によって発光す
ることで人間の知覚をサポートするような「インテリジェントセラ
ミックス」の創製について研究指導を行う。
（31　三辻　和弥）
　構造実験・常時微動及び地震観測・数値解析を通して，地盤・基礎
構造を含む建築構造物の動的特性について研究指導を行う。
（32　水戸部　和久）
　移動ロボットの機構，制御手法及びその応用について研究指導を行
う。
（33　峯田　貴）
　MEMS(Micro Electro Mechanical Systems)センサ，アクチュエー
タ，マイクロ・ナノロボティクス，及びこれらの基盤となるマイク
ロ・ナノ微細加工プロセスについて研究指導を行う。
（34　村澤　剛）
　固体材料のミクロ－メゾ－マクロ変形挙動，マイクロ構造体の作
製，マイクロセンサ・アクチュエータの開発について研究指導を行
う。
（36　安田　宗樹）
　確率モデルを用いた統計処理計算アルゴリズムの解析と，統計的
データサイエンスへの応用について研究指導を行う。
（37　山内　泰樹）
　心理物理的手法を用いた知覚情報処理メカニズムの解明,及び色彩
科学や照明･画像工学への応用技術について研究指導を行う。
（38　山本　修）
　疾患に由来する生体機能の修復を目的とした材料科学，細菌学と再
生医学を融合した境界領域について研究指導を行う。
（39　湯浅　哲也）
　放射光Ｘ線を用いた新しい原理に基づく医用イメージング方式及び
医用画像から臨床に有用な情報を自動的に抽出するための情報処理手
法について研究指導を行う。
（40　李鹿　輝）
　最先端的な知的流体情報処理技術の開発による乱流，はく離流，多
重スケール渦，混相流，生物流体，自動車周りの流れなどの複雑系流
動現象の新たな解明と応用について研究指導を行う。
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（42　安達　義也）
　遷移金属や希土類金属の金属間化合物の磁気的・電気的・熱的性質
について研究指導を行う。
（43　有馬　ボシールアハンマド）
　半導体ナノ材料の構造に着目した機能材開発とエネルギーデバイス
への応用について研究指導を行う。
（50　川井　貴裕）
　生体組織の仕組みに学ぶ硬組織代替・修復支援材料の設計，創製，
評価について研究指導を行う。
（52　久保田　繁）
　脳の数理モデル・非線形力学系の解析・システム最適化について研
究指導を行う。
（54　黒谷　玲子）
　細胞生物及び分子生物的解析技術を駆使した肺由来生理活性物質の
機能解析と医療応用について研究指導を行う。
（55　小池　邦博）
　ナノ構造制御手法である薄膜プロセスを用いた磁性材料の磁気特性
及び輸送特性について研究指導を行う。
（57　齋藤　歩）
　要素分割を必要としない偏微分方程式の数値解法とその工学的問題
への応用について研究指導を行う。
（60　杉本　俊之）
　気体放電を含む高電界現象の解明と，機械加工・塗装等への工学的
応用について研究指導を行う。
（62　高橋　豊）
　量子井戸，細線等の半導体低次元微細構造中の電子と光の相互作用
と，その光素子への応用について研究指導を行う。
（64　多田隈理一郎）
　機巧学を応用したロボットの新規機能の創出について研究指導を行
う。
（65　立花　和宏）
　エネルギーデバイスとしての電池及びキャパシタを構成する物質の
設計と構造の最適化並びにその生産技術の情報マネジメントについて
研究指導を行う。
（69　成田　克）
　気体－固体表面反応，特に，気体原子・分子の吸着・引抜き現象の
理解とそれに基づいた新規半導体デバイスの作製と応用について研究
指導を行う。
（72　野田　博行）
　市場，政策，顧客志向，産業構造などの変化に迅速に対応し，これ
までの技術価値や地域資源を顧客価値への転換を図るマネジメントに
ついて研究指導を行う。
（73　波多野　豊平）
　有機金属反応を基軸とした新規合成反応及び新規合成ルートの確立
に関する研究・教育及び，包接化学を用いた化合物の分離・分割につ
いて研究指導を行う。
（74　羽鳥　晋由）
　生物運動の基盤となるモータータンパク質の機能解析とそれらを利
用したナノテクノロジーについて研究指導を行う。
（76　堀田　純一）
　光学顕微鏡技術を駆使した単一分子レベルでの高感度・高精度測
定，超解像蛍光顕微鏡の開発，光ナノ計測の生体計測等への応用につ
いて研究指導を行う。
（77　眞壁　幸樹）
　遺伝子工学を駆使した工学的に有用なタンパク質の人工設計，及び
構造形成原理の解明について研究指導を行う。
（78　松田　圭悟）
　異相流体の界面あるいは流体と固体の界面を通しての物質移動現象
について物質の分離・精製を目的とする拡散分離操作について研究指
導を行う。
（80　南谷　靖史）
　高電圧大電力極短パルスの発生及び高電圧パルス印加時に物質，生
物細胞に起こる電磁界現象，プラズマ現象の解明と利用について研究
指導を行う。
（81　村松　鋭一）
　適応制御，ロバスト制御，ハイブリットシステム理論について研究
指導を行う。
（82　柳田　裕隆）
　音響波を用いた非破壊検査の技術及びシステムを理解するとともに
実用されている信号処理技術や画像処理法について研究指導を行う。
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先進工学特別教育研修

学部学生や博士前期課程学生の実験・演習指導，学術講演会やシンポ
ジウムにおける原稿作成・発表技術の指導及び企業等の生産・開発担
当者に対する研究・技術指導等を通じて，知識及び技術の教授法を研
修すると同時に，共同作業における指導を行って｢共創力｣を身に付け
る。

先進工学研究計画

専門分野の社会的ニーズを踏まえ，予備的実験や計算を行い，関連す
る国内外の研究状況についての調査・検討を踏まえ，それを将来性の
ある独創的な研究課題として提案する。

先進工学特別実験

（83　矢野　成和）
　微生物を利用した食品，医薬品や環境技術について研究指導を行
う。
（84　横山　道央）
　高周波無線通信工学の概論及び無線周波RF-CMOSIC設計理論と，こ
れら最先端通信技術の生体情報信号処理システムなどへの応用につい
て研究指導を行う。
（85　渡部　裕輝）
　生命科学研究のための高度画像計測技術と計算機応用技術を用いた
光学的センシングシステムの開発と応用について研究指導を行う。
（88　小竹　直哉）
　機械的操作及び粉体物性とハンドリングについて研究指導を行う。
（92　濱　定史）
　建築構法計画学及び伝統的な木造構法について研究指導を行う。

学位論文作成に向け，数値シミュレーション，理論的思考実験など，
より先進的な実験・調査・解析等を行い，研究活動を通して｢専門
力｣，｢融合力｣及び｢共創力｣を身に付ける。

（1　赤松　正人）
　磁気力による電気伝導性流体及び非電気伝導性流体の熱伝達制御，
生体内の光伝播特性の解明，熱流体数値シミュレーション及び固体の
比熱容量測定について研究指導を行う。
（2　阿部　宏之）
　細胞生物的解析技術と電気化学計測など先端工学の融合技術を応用
した細胞機能解析システムの開発と医療応用について研究指導を行
う。
（3　伊藤　和明）
　有機分子に関する分子認識，触媒作用，輸送，分子デバイス，自己
組織化等について研究指導を行う。
（4　稲葉　信幸）
　ナノメートルオーダーで制御した磁性薄膜・磁性微粒子の磁気物性
評価，作製方法，これらを用いた新しい磁気デバイスについて研究指
導を行う。
（5　井上　健司）
　生物を規範とする柔軟なメカニズムと行動生成能力を持つロボット
及び細胞の微細操作を可能にするマイクロハンドについて研究指導を
行う。
（6　上原　拓也）
　計算機シミュレーションに基づく材料の結晶構造，微視組織，機械
的性質及び変形・強度特性の予測・評価手法について研究指導を行
う。
（7　遠藤　昌敏）
　物質情報の取得に対するアプローチとしての物理的・化学的手法及
び高感度計測，高機能分離計測，簡易計測のシステム構築について研
究指導を行う。
（8　落合　文吾）
　天然資源を有効に利用する有用な材料の設計と合成について研究指
導を行う。
（9　小野　浩幸）
　内外のアイディアを結合させ付加価値を効率的に創造する”オープ
ン・イノベーション・モデル”のマネジメントについて研究指導を行う。
（10　鹿野　一郎）
　熱流体現象の解析と制御，マイクロスケールの熱流体現象について
研究指導を行う。
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（11　神戸　士郎）
　センシング機能を有する新酸化物の探索と合成法の開発，磁気セン
サー用酸化物超伝導体の作製及び物性評価について研究指導を行う。
（12　木島　龍朗）
　生体機能関連化学を基盤とした生体機能分子の制御と有機合成への
応用並びにインテリジェント・マテリアルの開発について研究指導を
行う。
（13　木俣　光正）
　粉体の付着力，力学特性からスラリーの分散特性に関するＤＬＶＯ
理論を示すとともに，界面活性剤，水溶性高分子やカップリング剤な
ど積極的な分散手法について研究指導を行う。
（14　黒田　充紀）
　大変形を前提とした非弾性材料の構成式の開発・改良とその数値シ
ミュレーションへの導入及びそれらの材料挙動予測への応用について
研究指導を行う。
（15　小坂　哲夫）
　音声言語による機械とのコミュニケーションのための要素技術及び
その工学的応用について研究指導を行う。
（16　小島　武夫）
　数理物理学の可解模型の厳密解の構成のための数学について研究指
導を行う。
（17　今野　博行）
　生命現象解明並びに医薬品創成を目指した有機化合物の設計並びに
合成について研究指導を行う。
（18　齊藤　敦）
　超伝導に関する基礎研究及び超伝導高周波デバイスや高感度ジョセ
フソン接合等の応用について研究指導を行う。
（19　佐藤　学）
　光波を用いた高機能生体センシング技術と画像情報処理技術の融合
による先端計測技術とその新しい応用について研究指導を行う。
（20　高野　勝美）
　光導波路を利用した高機能な光信号処理技術及び光通信技術と，電
磁界計算を用いた光機能回路の設計技術について研究指導を行う。
（21　妻木　勇一）
　テレロボティクス・バーチャルリアリティについて研究指導を行
う。
（22　永井　康雄）
　建築史学，保存・活用について研究指導を行う。
（23　野々村　美宗）
　ソフトインターフェースにおける物理化学的現象について研究指導
を行う。
（24　廣瀬　文彦）
　ナノレベルで制御された機能性材料を用いた超高速，発電，新機能
デバイスについて研究指導を行う。
（25　馮　忠剛）
　再生医療工学と心筋再生組織の構築について研究指導を行う。
（26　深見　忠則）
　時系列信号及び画像データより所望の情報を獲得するための計算機
アルゴリズムとその医学データへの応用について研究指導を行う。
（27　古川　英光）
　生体適合性ソフト＆ウェット材料の創製と機械への応用，光学的手
法を活用した生体含水軟組織の構造と機構解明，生体を模倣したソフ
トマシン開発について研究指導を行う。
（28　幕田　寿典）
　微細な泡，カプセル，粒子等が有する基本構造の解明及び固有の機
能を生かした応用技術について研究指導を行う。
（29　増原　陽人）
　無機・高分子を含むナノ粒子・ナノ結晶の作製手法や応用展開を見
据えた薄膜作製による機能発現について研究指導を行う。
（30　松嶋　雄太）
　雰囲気に応じて電気伝導性が変化したり，外部刺激によって発光す
ることで人間の知覚をサポートするような「インテリジェントセラ
ミックス」の創製について研究指導を行う。
（31　三辻　和弥）
　構造実験・常時微動及び地震観測・数値解析を通して，地盤・基礎
構造を含む建築構造物の動的特性について研究指導を行う。
（32　水戸部　和久）
　移動ロボットの機構，制御手法及びその応用について研究指導を行
う。
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（33　峯田　貴）
　MEMS(Micro Electro Mechanical Systems)センサ，アクチュエー
タ，マイクロ・ナノロボティクス，及びこれらの基盤となるマイク
ロ・ナノ微細加工プロセスについて研究指導を行う。
（34　村澤　剛）
　固体材料のミクロ－メゾ－マクロ変形挙動，マイクロ構造体の作
製，マイクロセンサ・アクチュエータの開発について研究指導を行
う。
（36　安田　宗樹）
　確率モデルを用いた統計処理計算アルゴリズムの解析と，統計的
データサイエンスへの応用について研究指導を行う。
（37　山内　泰樹）
　心理物理的手法を用いた知覚情報処理メカニズムの解明,及び色彩
科学や照明･画像工学への応用技術について研究指導を行う。
（38　山本　修）
　疾患に由来する生体機能の修復を目的とした材料科学，細菌学と再
生医学を融合した境界領域について研究指導を行う。
（39　湯浅　哲也）
　放射光Ｘ線を用いた新しい原理に基づく医用イメージング方式及び
医用画像から臨床に有用な情報を自動的に抽出するための情報処理手
法について研究指導を行う。
（40　李鹿　輝）
　最先端的な知的流体情報処理技術の開発による乱流，はく離流，多
重スケール渦，混相流，生物流体，自動車周りの流れなどの複雑系流
動現象の新たな解明と応用について研究指導を行う。
（42　安達　義也）
　遷移金属や希土類金属の金属間化合物の磁気的・電気的・熱的性質
について研究指導を行う。
（43　有馬　ボシールアハンマド）
　半導体ナノ材料の構造に着目した機能材開発とエネルギーデバイス
への応用について研究指導を行う。
（50　川井　貴裕）
　生体組織の仕組みに学ぶ硬組織代替・修復支援材料の設計，創製，
評価について研究指導を行う。
（52　久保田　繁）
　脳の数理モデル・非線形力学系の解析・システム最適化について研
究指導を行う。
（54　黒谷　玲子）
　細胞生物及び分子生物的解析技術を駆使した肺由来生理活性物質の
機能解析と医療応用について研究指導を行う。
（55　小池　邦博）
　ナノ構造制御手法である薄膜プロセスを用いた磁性材料の磁気特性
及び輸送特性について研究指導を行う。
（57　齋藤　歩）
　要素分割を必要としない偏微分方程式の数値解法とその工学的問題
への応用について研究指導を行う。
（60　杉本　俊之）
　気体放電を含む高電界現象の解明と，機械加工・塗装等への工学的
応用について研究指導を行う。
（62　高橋　豊）
　量子井戸，細線等の半導体低次元微細構造中の電子と光の相互作用
と，その光素子への応用について研究指導を行う。
（64　多田隈理一郎）
　機巧学を応用したロボットの新規機能の創出について研究指導を行
う。
（65　立花　和宏）
　エネルギーデバイスとしての電池及びキャパシタを構成する物質の
設計と構造の最適化並びにその生産技術の情報マネジメントについて
研究指導を行う。
（69　成田　克）
　気体－固体表面反応，特に，気体原子・分子の吸着・引抜き現象の
理解とそれに基づいた新規半導体デバイスの作製と応用について研究
指導を行う。
（72　野田　博行）
　市場，政策，顧客志向，産業構造などの変化に迅速に対応し，これ
までの技術価値や地域資源を顧客価値への転換を図るマネジメントに
ついて研究指導を行う。
（73　波多野　豊平）
　有機金属反応を基軸とした新規合成反応及び新規合成ルートの確立
に関する研究・教育及び，包接化学を用いた化合物の分離・分割につ
いて研究指導を行う。
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（注）

１　開設する授業科目の数に応じ，適宜枠の数を増やして記入すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，大学等

　の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合は，この書

　類を作成する必要はない。

（74　羽鳥　晋由）
　生物運動の基盤となるモータータンパク質の機能解析とそれらを利
用したナノテクノロジーについて研究指導を行う。
（76　堀田　純一）
　光学顕微鏡技術を駆使した単一分子レベルでの高感度・高精度測
定，超解像蛍光顕微鏡の開発，光ナノ計測の生体計測等への応用につ
いて研究指導を行う。
（77　眞壁　幸樹）
　遺伝子工学を駆使した工学的に有用なタンパク質の人工設計，及び
構造形成原理の解明について研究指導を行う。
（78　松田　圭悟）
　異相流体の界面あるいは流体と固体の界面を通しての物質移動現象
について物質の分離・精製を目的とする拡散分離操作について研究指
導を行う。
（80　南谷　靖史）
　高電圧大電力極短パルスの発生及び高電圧パルス印加時に物質，生
物細胞に起こる電磁界現象，プラズマ現象の解明と利用について研究
指導を行う。
（81　村松　鋭一）
　適応制御，ロバスト制御，ハイブリットシステム理論について研究
指導を行う。
（82　柳田　裕隆）
　音響波を用いた非破壊検査の技術及びシステムを理解するとともに
実用されている信号処理技術や画像処理法について研究指導を行う。
（83　矢野　成和）
　微生物を利用した食品，医薬品や環境技術について研究指導を行
う。
（84　横山　道央）
　高周波無線通信工学の概論及び無線周波RF-CMOSIC設計理論と，こ
れら最先端通信技術の生体情報信号処理システムなどへの応用につい
て研究指導を行う。
（85　渡部　裕輝）
　生命科学研究のための高度画像計測技術と計算機応用技術を用いた
光学的センシングシステムの開発と応用について研究指導を行う。
（88　小竹　直哉）
　機械的操作及び粉体物性とハンドリングについて研究指導を行う。
（92　濱　定史）
　建築構法計画学及び伝統的な木造構法について研究指導を行う。
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